
 

 

 

2020 年度 U-14 第７回 北海道チャンピオンズカップ 

 

 

新型コロナウィルス感染症の拡大防止のために、以下のことを定めて大会を実施しますので、確認の

上、取り組んでください。なお、協力を得られない参加者には、他の参加者の安全を確保する等の観点か

ら、大会への参加を取り消したり、途中退場を求めたりすることがあり得ますので、各校で周知をお願いい

たします。 

 

＜参加者（生徒・監督）＞ 

（１）体調の確認 

  ・参加選手は、毎日の健康観察を徹底し、大会当日は各校で使用している健康観察表を持参する。 

・参加チームのスタッフは、大会当日、来場生徒の健康確認を行う。 

３日前からの体温、風邪症状の有無、倦怠感、嗅覚異常、同居家族の体調等。 

なお、大会３日前からは１日でも３７．５℃以上の発熱があった場合は、大会の参加はできない。 

濃厚接触者、海外渡航等については事前に確認しておく。 

  ・症状ある場合は、監督が確認した時点で保護者に連絡し、迎えに来てもらう。 

 

（２）マスクの準備 

・参加者はマスクを着用してくることとする。競技中のマスク着用については、選手の判断とするが、

ベンチ内に居る時には、全員がマスクを着用すること。 

また、大会の前後のミーティングや着替え等においても、三つの密を避けること、会話時にマス

クを着用するなどの感染対策を徹底すること。ただし、熱中症予防にも配慮すること。 

 

（３）競技中の注意事項 

① 試合前などの円陣や、ベンチでの集合時においてもできるだけ密集・接触を避ける。 

② 競技中のハイタッチは腕のタッチにとどめる。 

③ 競技中に大きな声での応援等をしないこと。 

④ 競技中のコーチャーや監督、選手同士の作戦上の指示は距離を確保した上で行うこと。 

⑤ タオル、水ボトル、アイシングバッグなどの共用を禁止する。 

⑥ 試合会場に入る前、出た後で手洗いを行う。 

 

（４）待機時 

・マスクの着用を行う（熱中症の危険性がある場合は除く）。 

 

（５）観戦者 

・観戦者には事前に配布した健康チェックシートを記入させ、監督が確認したのちに会場に入るこ

ととする。（監督は事前に保護者の人数を把握しておく。） 

 ※ 本大会では、同居家族のみとする。 

・密な状態とならないように、間隔をあけ、観戦をする場合は声を発する応援は行わないこと。 

 

（６）ゴミの廃棄 

・鼻水、唾液などが付いたごみや使用済のテーピングなどはビニール袋に入れ密閉して縛り、各自

で持ち帰ること。 

 

（７）その他の留意事項 

  ・アップ時や待機時を含め、十分な距離の確保を行う。 

 



 

 

 

 

＜運営項目＞ 

（１）当日の参加受付時の留意事項 

・大会本部には、手指消毒剤を設置する。 

・発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は入場せず、監督が確認した時点で保護者

に連絡し、迎えに来てもらう。 

（２）大会等の主催者が準備・配慮すべき事項 

・人と人が対面する場所は、マスクを着用して対応すること。 

（３）大会会場・競技備品類 

① 試合球はできるだけ複数個用意し、こまめに交換しながら使用する。 

② 役員や競技補助員、審判員の試合中におけるマスクの着用については、主催者側で徹底する。 

③ 試合終了後は、必ずベンチの消毒を行うこととする。 

（４）式典等、運営の簡略化 

・攻守決定時、キャプテンと審判間の握手は行わず、一礼して確認を行う。 

・開閉会式は行わない。 

（５）トイレ・手洗い場所 

・洗面所（トイレ）は感染リスクが比較的高いと考えられるため、手洗い場の石鹸、ペーパー 

タオル、手指消毒液の有無を施設と事前に確認し、必要に応じて準備する。 

（６）待機スペース 

  ・グラウンドのスペースを活用して待機場所を確保する。 

（７）競技運営上の確認事項 

  ・選手、チーム関係者、役員、審判員は球場に入る際、必ずマスクを着用すること。 

・試合時の攻守交替決定時や大会運営側ならびに審判員からの諸注意をチームに伝える場合は、各々マ

スクを着用して行うこと。 

・屋外利用施設内における唾、痰を吐く行為を厳禁とする。 

・人との距離を2メートル確保する。ベンチ内では一定間隔を保つよう努力すること。 

・競技中のマスク着用については、選手、審判員の判断とするが、ベンチ内に居る時には、全員がマス

クを着用することを推奨する。 

・応援者については、観客席が「密」にならないように、一定の距離を保って観戦するようにチームご

とで応援者に注意喚起を行うこと。なお、運営側でも、放送による呼びかけを行うこと。 

・大会開催の際は、試合間のインターバルを通常より長く設定し、選手ならびに関係者の密集のリスク

を回避する工夫をすること。 

・試合前、後の整列は、ベンチ前での整列、挨拶とし、両チームが集合することを省く。 

 

 


